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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 6,583 24.7 361 129.4 334 195.5 322 214.4
22年3月期第3四半期 5,281 △22.1 157 146.9 113 327.6 102 174.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 43.00 ―
22年3月期第3四半期 13.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 6,203 994 16.0 132.73
22年3月期 6,275 678 10.8 90.52

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  994百万円 22年3月期  678百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,830 19.1 495 63.3 460 85.3 440 91.7 58.74



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 7,493,000株 22年3月期  7,493,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,551株 22年3月期  2,551株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 7,490,449株 22年3月期3Q 7,490,449株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国を中心とした海外経済の回復等により景気の緩やかな

回復傾向が見られたものの、雇用情勢や消費意欲の低迷、急速な円高の進行や株安等、不透明な状況が続きまし

た。当社グループの主要販売先である自動車産業におきましては、国内のエコカー減税等の景気刺激策により販売

が回復し、輸出につきましても中国やアジア諸国の内需回復等により、生産、販売は増加傾向で推移致しました。

 このような環境の中、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高6,583百万円（前年同期比24.7％増）とな

り、損益面におきましても売上の増加、固定費削減を目的とした業務改善活動や生産性向上等の収益改善活動によ

り、営業利益361百万円（前年同期比129.4％増）、経常利益334百万円（前年同期比195.5％増）、四半期純利益

322百万円（前年同期比214.4％増）の増収増益となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（流動資産） 

当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、1,874百万円となり（前連結会計年度末は1,864百万円）9百

万円増加いたしました。主な要因は現金及び預金の増加27百万円によるものであります。 

（固定資産） 

当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、4,329百万円となり（前連結会計年度末は4,411百万円）82百

万円減少いたしました。主な要因は有形固定資産の取得による増加60百万円、減価償却費による減少167百万円に

よるものであります。 

（流動負債） 

当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、3,078百万円となり（前連結会計年度末は3,276百万円）197

百万円減少いたしました。主な要因は短期借入金の増加94百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少234百万円

によるものであります。 

（固定負債） 

当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、2,130百万円となり（前連結会計年度末は2,321百万円）190

百万円減少いたしました。主な要因は長期借入金の減少246百万円によるものであります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、994百万円となり（前連結会計年度末は678百万円）、自

己資本比率は16.0％となりました。主な増加要因は四半期純利益322百万円によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年11月５日に公表しました通期業績予想を修正しており

ます。詳細につきましては、平成23年２月９日に公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

 当第３四半期連結会計期間末の製品棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期末の実地棚卸高

を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、

収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

２．特有の会計処理 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（四半期連結損益計算書関係） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、 

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ 

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

（追加情報） 

 環境対策引当金ついては、ＰＣＢ廃棄物にかかる処理費用の支出に備えるため設定しており、当連結累計期間に

おいて、当該処理費用を合理的に見積もることが可能となったため、支出費用見込額を計上しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 170,657 143,056

受取手形及び売掛金 980,162 1,032,901

商品及び製品 296,533 280,115

仕掛品 151,482 156,900

原材料及び貯蔵品 215,105 201,752

その他 60,253 49,652

流動資産合計 1,874,193 1,864,378

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 517,413 543,789

機械装置及び運搬具（純額） 332,738 389,868

工具、器具及び備品（純額） 101,333 114,813

土地 3,170,152 3,170,152

建設仮勘定 － 1,208

有形固定資産合計 4,121,636 4,219,832

無形固定資産 185,374 173,148

投資その他の資産   

投資有価証券 18,459 13,228

その他 3,653 5,054

投資その他の資産合計 22,112 18,282

固定資産合計 4,329,123 4,411,264

資産合計 6,203,317 6,275,642

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 877,249 893,354

短期借入金 1,528,003 1,433,939

1年内返済予定の長期借入金 268,736 503,450

未払法人税等 3,308 8,337

賞与引当金 54,960 71,864

未払金 230,343 263,336

その他 115,664 101,762

流動負債合計 3,078,267 3,276,044

固定負債   

長期借入金 557,674 804,350

再評価に係る繰延税金負債 1,078,154 1,078,154

退職給付引当金 412,133 376,274

役員退職慰労引当金 17,153 19,167

環境対策引当金 11,797 －

持分法適用に伴う負債 8,026 9,903

繰延税金負債 2,661 1,448

その他 43,227 32,241

固定負債合計 2,130,829 2,321,540

負債合計 5,209,096 5,597,584



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 533,085 533,085

資本剰余金 353,414 353,414

利益剰余金 △1,498,877 △1,820,957

自己株式 △737 △737

株主資本合計 △613,114 △935,195

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,976 2,163

土地再評価差額金 1,610,510 1,610,510

為替換算調整勘定 △7,151 579

評価・換算差額等合計 1,607,334 1,613,252

純資産合計 994,220 678,057

負債純資産合計 6,203,317 6,275,642



（２）四半期連結損益計算書 
   第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 5,281,360 6,583,680

売上原価 4,583,498 5,613,480

売上総利益 697,862 970,200

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 195,191 215,319

役員報酬 26,791 24,732

給料 109,721 118,983

貸倒引当金繰入額 313 －

賞与引当金繰入額 9,319 23,123

退職給付費用 16,263 19,964

役員退職慰労引当金繰入額 4,736 3,129

その他 177,904 203,378

販売費及び一般管理費合計 540,240 608,631

営業利益 157,622 361,568

営業外収益   

技術指導料 15,403 22,287

持分法による投資利益 3,014 1,877

スクラップ売却益 223 144

その他 6,456 11,614

営業外収益合計 25,097 35,924

営業外費用   

支払利息 44,623 33,925

為替差損 9,828 12,527

売上債権売却損 4,590 5,829

支払地代 8,859 9,076

その他 1,627 1,613

営業外費用合計 69,529 62,972

経常利益 113,190 334,520

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 － 5,143

特別利益合計 － 5,143

特別損失   

固定資産除却損 10,359 1,019

環境対策引当金繰入額 － 12,713

特別損失合計 10,359 13,732

税金等調整前四半期純利益 102,831 325,931

法人税等 390 3,850

少数株主損益調整前四半期純利益 － 322,080

少数株主利益 － －

四半期純利益 102,440 322,080



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 102,831 325,931

減価償却費 190,568 167,165

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39,479 35,859

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,164 △2,013

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,061 △16,903

貸倒引当金の増減額（△は減少） 313 －

受取利息及び受取配当金 △104 △355

支払利息 44,623 33,925

為替差損益（△は益） 3,804 6,242

固定資産除却損 10,359 1,019

持分法による投資損益（△は益） △3,014 △1,877

売上債権の増減額（△は増加） △122,551 50,441

たな卸資産の増減額（△は増加） 90,418 △28,700

仕入債務の増減額（△は減少） 231,121 △7,896

その他の引当金の増減額（△は減少） － 11,797

その他 63,081 △44,816

小計 632,703 529,819

利息及び配当金の受取額 104 355

利息の支払額 △43,933 △30,711

法人税等の支払額 △2,116 △5,822

営業活動によるキャッシュ・フロー 586,758 493,641

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △38,000 △65,832

有形固定資産の売却による収入 － 8,755

無形固定資産の取得による支出 － △3,187

投資有価証券の取得による支出 △2,103 △2,204

長期貸付金の回収による収入 1,448 996

その他 810 104

投資活動によるキャッシュ・フロー △37,845 △61,368

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △526,242 94,063

長期借入れによる収入 300,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △265,400 △881,390

リース債務の返済による支出 △3,553 △4,065

財務活動によるキャッシュ・フロー △495,195 △391,391

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,116 △13,280

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 48,600 27,600

現金及び現金同等物の期首残高 87,783 143,056

現金及び現金同等物の四半期末残高 136,384 170,657



 該当事項はありません。  

 該当事項はありません 

 セグメント情報、その他の注記条項、個別情報、補足情報等は、当第３四半期決算短信における開示の必要性が大

きくないと考えられるため開示を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（開示の省略）
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